
第２次大阪市男女きらめき計画における「大阪きらめき応援会議」関連記載事

項について 
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第 3 章 施策の基本的方向と具体的取組み 

２．基本的方向と具体的取組み 

基本的方向１ 雇用等における女性の活躍促進と両立支援 

＜具体的取組み＞ 

（１） 企業等における男性中心型の働き方の見直しと仕事と家庭の両立支援 

② 仕事と育児・介護等の両立支援 
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基本的方向８ 男女共同参画を推進する教育・啓発の充実  

＜具体的取組み＞ 

（１）男女平等、男女共同参画の理解促進 

① 学校・地域、企業での教育・啓発を通じた男女平等・男女共同参画意識の醸成 
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第 4 章 重点的取組み 

⑤ 仕事と家庭の両立に向けた意識改革の推進 

＜ねらい・内容＞ 

 ワーク・ライフ・バランスの推進は、仕事を持つ人がやりがいや充実感をもって

働き仕事の責任を果たしながら、家庭・地域生活などにおいても自分らしく暮ら

していくために重要な取組みであり、企業にとっても従業員の意欲や生産性の向

上が期待できるものであり、ワーク・ライフ・バランスの意義、重要性について

社会全体として広めていく必要があります。 

 また、女性が活躍するには、男性の理解が不可欠であり、「男性は仕事、女性は

家庭」といった固定的な性別役割分担意識を解消するとともに、男性自らが家事

や子育て、介護、地域活動等に積極的に参画していく気運の醸成が求められます。

一方、若い女性において「女性は家庭を優先すべき」と考える人も少なくなく、

資料１－２ 



次代を担う若い世代が多様な生き方・働き方を選択していくことについて自覚し

人生設計を行うようにしていく必要があります。 

 以上の状況をふまえ、大阪市として、経済団体や地域団体等とも連携し、官民あ

げて、広く企業、市民に、仕事と家庭の両立、ワーク・ライフ・バランスの意義、

重要性について啓発を行っていきます。 

 また、男性を対象に、家事・育児・介護等、地域活動への参画等を促すような啓

発を展開するとともに、これから社会にでる若者を対象に、自らの生き方、働き

方について主体的に考える機会の提供を行っていくなど、社会全体の意識の変革

につながるよう効果的に取り組んでいきます。 

＜主な取組み＞ 

ワーク・ライフ・バランス推進の意義、重要性が広く社会的に認められるよう、官民

連携・協働してキャンペーンを展開します。 
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第 5 章  計画の推進に向けて 

１ 推進体制 

（３）関係機関・団体等との連携強化 

本計画に掲げた施策の推進にあたり大阪市の取組みだけでは限界があることから、関係

行政機関、経済団体、地域団体等と相互に連携・協働を進め女性活躍の環境づくりを全

体として加速していくため設置した「大阪女性きらめき応援会議」を活用するなど、関

係機関・団体等との連携による一体的な取組みを強化・推進していきます。 

 


